
全体像

1

1 2 3 4 5

6 27.1% 53.5% 9.6% 2.5% 7.3%

5 29.5% 55.1% 7.1% 3.1% 5.2%

4 33.4% 53.5% 6.6% 1.7% 4.8%

6 29.1% 55.9% 1.9% 0.0% 13.1%

5 38.3% 53.5% 3.2% 0.0% 5.0%

4 32.2% 56.8% 5.1% 1.4% 4.5%

2

1 2 3 4 5

6 41.5% 51.3% 3.6% 1.8% 1.8%

5 46.4% 45.1% 6.0% 1.5% 1.0%

4 43.7% 47.8% 5.7% 1.1% 1.7%

6 36.4% 53.4% 4.2% 0.5% 5.6%

5 29.0% 62.4% 3.9% 0.9% 3.9%

4 32.4% 57.4% 5.1% 1.4% 3.7%

令和６年度学校評価アンケート集計結果
選択肢：1　良く当てはまる　　2　どちらかと言えば当てはまる　　3　どちらかと言えば当てはまらない

　　　　 　4　ほとんど当てはまらない　　5　回答できない（わからない）

回答率　生徒…98.0%　　保護者…77.7%　　教職員…100%

生徒・保護者
私は真女高の校訓・スクールミッション・スクールポリシー等に共感できる。
（R4・5）私は真女高の校訓・教育方針等に共感できる。

保護者 真女高は学校の雰囲気が良く、生徒が生き生きしている。　　

生徒

保護者

生徒・保護者ともに肯定的回答が９割程度
と、例年どおり多くの生徒が雰囲気が良いと
感じていることが示された。否定的回答が
５％ほどいることは見過ごさず、すべての生
徒が生き生きと活動できる教育の場をつくる
ことに努めたい。

生徒

保護者

今年度、県立高校のスクールミッション等が
公表されたことを踏まえ、これまで「教育方
針」とした質問を改めた。生徒の肯定的回
答が約８割であったが、年々減少傾向にあ
る。まずは職員がスクールポリシー等の理解
を深めたうえで教育活動の実践に努め、生
徒の共感を得られるようにしたい。

生徒 本校は学校の雰囲気が良く、生徒が生き生きしている。　　
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選択肢：1　良く当てはまる　　2　どちらかと言えば当てはまる　　3　どちらかと言えば当てはまらない

　　　　 　4　ほとんど当てはまらない　　5　回答できない（わからない）

情報公開関係

3

1 2 3 4 5

6 32.9% 55.7% 2.1% 0.9% 8.4%

5 27.0% 62.6% 4.8% 0.2% 5.4%

4 27.3% 60.6% 5.5% 1.8% 4.9%

4

1 2 3 4 5

6 32.3% 45.6% 10.2% 3.3% 8.7%

5 26.4% 37.0% 13.3% 6.9% 16.4%

4 19.0% 32.5% 15.5% 7.2% 25.7%

6 21.9% 52.2% 8.4% 2.8% 14.7%

5 16.6% 51.9% 12.9% 5.0% 13.6%

4 16.4% 48.4% 17.6% 3.9% 13.7%

保護者 真女高はＰＴＡ総会・ＰＴＡ支部会・学年保護者会・保護者面談等を通して学校の情報を伝えている。

保護者

保護者

これまで否定的回答が比較的多く、改善す
べき点として挙げられていた項目であるが、
肯定的回答の増加から近年改善されている
ことが示された。しかしながら、自由記述で
の指摘は変わらず多く見られ、今後は組織
的な対応に力を入れ、一層の改善を図りた
い。

保護者の肯定的回答が９割程度と、例年ど
おりであった。今後も渉外部や学年を中心
に、学校の情報を十分に伝えられるようにし
たい。

生徒 本校はインターネットのホームページや学年通信などで、学校・学年の様子を伝えている。 

保護者 真女高はインターネットのホームページや学年通信などで、学校・学年の様子を伝えている。 

生徒
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選択肢：1　良く当てはまる　　2　どちらかと言えば当てはまる　　3　どちらかと言えば当てはまらない

　　　　 　4　ほとんど当てはまらない　　5　回答できない（わからない）

進路・学習指導関係

5

1 2 3 4 5

6 36.8% 54.0% 5.3% 0.4% 3.6%

5 38.5% 52.6% 5.0% 0.6% 3.3%

4 37.4% 52.7% 4.4% 1.1% 4.4%

6

1 2 3 4 5

6 40.7% 51.5% 5.1% 0.2% 2.5%

5 41.4% 49.5% 4.6% 1.0% 3.5%

4 41.7% 49.6% 4.6% 0.6% 3.5%

生徒 本校の授業の教え方や説明は進路目標に対して適切である。　　

生徒

前質問同様、生徒の９割程度から肯定的回答
を得ることができた。授業の内容やレベルは
教育活動の中で根本的に大切なことである。
『授業に関する意識調査』の結果においても
課題は見えており、今回のアンケート結果に
満足せず絶えず見直しを図り、最善の授業が
展開できるよう努力を続けなければならない。

生徒の肯定的回答は例年と変わらず、９割
を超えた。しかしながら、進路指導の多様化
に対応できるよう、今後も全教職員が工夫
改善を重ねていかなければならないと思わ
れる。

生徒 本校の授業の内容やレベルは進路目標に対して適切である。　　

生徒
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選択肢：1　良く当てはまる　　2　どちらかと言えば当てはまる　　3　どちらかと言えば当てはまらない

　　　　 　4　ほとんど当てはまらない　　5　回答できない（わからない）

7

1 2 3 4 5

6 26.6% 46.6% 17.2% 6.2% 3.4%

5 39.9% 40.1% 13.9% 4.8% 1.3%

4 32.2% 40.9% 16.4% 8.1% 2.4%

8

1 2 3 4 5

6 46.5% 45.5% 4.9% 0.5% 2.5%

5 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

4 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

6 21.0% 46.6% 6.1% 2.1% 24.2%

5 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

4 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

生徒 本校は授業で必要に応じてICT機器を効果的に活用している｡

生徒

ICTの活用はこれまでも課題として挙げられて
いることであるが、教育効果について十分に
考慮すべきであり、活用ありきにならないよう
にすべきある。活用の好事例を教職員間で共
有し、効果的な活用を目指したい。

スクールポリシーの策定をうけ、新たに設け
た質問である。生徒の９割以上が肯定的回
答であり、総合的な探究の時間や講演など
が社会との関りを意識することに一定の効
果があることが示されていると思われる。

生徒 本校は総合的な探究の時間を中心に、地域と連携する等、社会との関わりを意識した活動を行っている。

保護者 真女高は総合的な探究の時間を中心に、地域と連携する等、社会との関わりを意識した活動を行っている。　　　　
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選択肢：1　良く当てはまる　　2　どちらかと言えば当てはまる　　3　どちらかと言えば当てはまらない

　　　　 　4　ほとんど当てはまらない　　5　回答できない（わからない）

9

1 2 3 4 5

6 46.5% 45.5% 4.9% 0.5% 2.5%

5 49.7% 41.8% 4.2% 1.2% 3.1%

4 46.3% 43.2% 5.5% 0.7% 4.2%

6 34.5% 50.6% 5.1% 1.4% 8.4%

5 30.2% 54.4% 5.0% 0.7% 9.8%

4 31.5% 52.5% 8.4% 1.2% 6.4%

10

1 2 3 4 5

6 48.4% 44.4% 4.5% 0.5% 2.2%

5 51.1% 41.4% 4.6% 0.8% 2.1%

4 51.3% 39.7% 5.4% 0.6% 3.1%

6 31.5% 51.5% 5.6% 1.9% 9.6%

5 26.8% 59.2% 3.2% 0.9% 10.0%

4 28.8% 53.3% 9.3% 1.4% 7.2%

生徒 本校は進路に関して適切な指導を行っている。　　　　

保護者 真女高は進路に関して適切な指導を行っている。　　　　

保護者 真女高は進路に関して適切な情報提供を行っている。　　　

生徒

保護者

生徒は９割以上、保護者は８割以上の肯定
的回答が得られたことから、概ね適切に情
報提供ができていると思われる。

生徒

保護者

生徒の９割以上から肯定的回答を得ること
ができた。多様化する入試の形態に対し、
今後も教員間で情報共有を図るとともに、外
部からの情報も積極的に入手し、適切な進
路指導となるよう努力したい。

生徒 本校は進路に関して適切な情報提供を行っている。　　　
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選択肢：1　良く当てはまる　　2　どちらかと言えば当てはまる　　3　どちらかと言えば当てはまらない

　　　　 　4　ほとんど当てはまらない　　5　回答できない（わからない）

11

1 2 3 4 5

6 57.6% 39.1% 2.4% 0.5% 0.4%

5 58.8% 34.9% 3.5% 1.5% 1.3%

4 62.2% 33.2% 2.6% 0.9% 1.1%

6 53.8% 38.9% 3.3% 0.5% 3.5%

5 43.8% 50.6% 2.7% 0.5% 2.5%

4 41.5% 50.9% 3.1% 1.8% 2.7%

12

1 2 3 4 5

6 54.0% 39.3% 3.6% 1.3% 1.8%

5 52.6% 37.2% 5.0% 1.5% 3.7%

4 49.4% 41.2% 5.1% 1.1% 3.1%

6 37.5% 46.2% 4.9% 0.5% 11.0%

5 30.2% 54.4% 3.6% 0.7% 11.1%

4 30.0% 54.3% 6.4% 2.3% 7.0%

例年と変わらず生徒、保護者ともに９割以上
の肯定的回答が得られた。今後も取組みの
内容が充実するように努めたい。

生徒 本校では進路希望に合った文理選択や科目選択の指導が適切になされている。

保護者 真女高は進路希望に合った文理選択や科目選択の指導が適切になされている。

生徒 本校は学力向上のため様々な取組（土曜課外・朝の学習・残留学習等）を行っている。

保護者 真女高は学力向上のため様々な取組（土曜課外・朝の学習・残留学習等）を行っている。　

生徒

保護者

生徒

保護者

生徒の９割以上から肯定的回答が得られ
た。１学年の１学期から集会で説明の機会
を設けるなど計画的に文理・科目選択につ
いて説明を重ね、さらに個人面談の機会も
利用するなど、適切に指導ができたと考えら
れる。
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選択肢：1　良く当てはまる　　2　どちらかと言えば当てはまる　　3　どちらかと言えば当てはまらない

　　　　 　4　ほとんど当てはまらない　　5　回答できない（わからない）

校則・ルール

13

1 2 3 4 5

6 83.7% 15.4% 0.7% 0.0% 0.2%

5 76.9% 18.7% 3.5% 0.6% 0.4%

4 86.6% 12.7% 0.4% 0.0% 0.4%

6 51.7% 40.3% 3.7% 0.5% 3.7%

5 56.9% 39.2% 1.8% 0.0% 2.0%

4 59.0% 37.1% 1.4% 0.4% 2.1%

14

1 2 3 4 5

6 81.3% 18.5% 0.0% 0.2% 0.0%

5 74.4% 22.7% 1.9% 0.8% 0.2%

4 79.9% 19.6% 0.4% 0.0% 0.2%

6 42.7% 47.8% 2.3% 0.7% 6.5%

5 48.3% 45.1% 1.6% 0.2% 4.8%

4 45.6% 48.3% 1.8% 0.6% 3.7%

保護者 真女高の生徒は服装等に関する校則を守っている。       

生徒

保護者

生徒 私は服装等に関する校則を守っている。       

生徒

保護者

今年度は生徒の否定的回答がほぼゼロで
あった。保護者の回答においても否定的回
答は非常に少なく、本校生が社会のルー
ル・マナーをよく守っていることが現れてい
る。しかし、年間を通し交通マナーに関し外
部の方からの指摘があり、安全面も含め、今
後も指導は必要であると認識している。

昨年度生徒の否定的回答が若干増加した
ものの、今年度は一昨年度と同程度に戻っ
た。しかしながら、保護者の否定的回答が
増加している。自由記述におけるご意見に
おいても指摘があり、課題があると認識して
いる。

生徒 私は社会のルールやマナーをよく守っている。　　　

保護者 真女高の生徒は社会のルールやマナーをよく守っている。　　　　
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選択肢：1　良く当てはまる　　2　どちらかと言えば当てはまる　　3　どちらかと言えば当てはまらない

　　　　 　4　ほとんど当てはまらない　　5　回答できない（わからない）

特活面

15

1 2 3 4 5

6 76.4% 20.7% 0.9% 0.5% 1.4%

5 51.6% 32.8% 9.1% 5.0% 1.5%

4 52.6% 37.5% 7.4% 1.7% 0.9%

6 52.2% 35.2% 0.9% 0.5% 11.2%

5 37.6% 52.2% 5.7% 1.1% 3.4%

4 42.1% 46.2% 7.2% 1.2% 3.3%

16

1 2 3 4 5

6 76.6% 20.1% 1.8% 0.2% 1.3%

5 75.0% 21.6% 1.0% 0.2% 2.3%

4 75.3% 21.2% 0.9% 0.4% 2.2%

6 56.9% 34.3% 0.9% 0.2% 7.7%

5 51.0% 38.1% 2.3% 0.0% 8.6%

4 46.4% 43.3% 3.9% 0.8% 5.7%

生徒・保護者

本校の学校行事（学校祭・合唱コンクール・体育大会・「『荒城の月』幻想」等）では生徒の主体的な運営がす
すめられている。
（R4・5）本校は学校行事（学校祭・合唱コンクール・芸術鑑賞会・体育大会・「『荒城の月』幻想」等）が充実し
ている。

生徒

保護者

スクールポリシーの策定に伴い、今年度質
問を変えた。生徒の肯定的回答は非常に多
く、主体的な行事の運営がされていると見る
ことができる。今後も様々な場面において生
徒の主体性を育み、また発揮されるように促
していきたい。

生徒、保護者ともに例年通りの肯定的回答
の割合は非常に高い。今年度も部活動での
生徒の活躍が多く見られた。どの部活動に
おいても生徒は学習活動との両立を図りな
がら熱心に活動している。全国的に部活動
の運営における課題が話題になるところで
あるが、今後も本校の特徴の一つとして、バ
ランスの良い活動が継続されるよう教職員も
取り組みたい。

生徒 本校は部活動を活発に行っている。　　　 　

保護者 真女高の部活動は活発に行われている。　　　 　

生徒

保護者
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選択肢：1　良く当てはまる　　2　どちらかと言えば当てはまる　　3　どちらかと言えば当てはまらない

　　　　 　4　ほとんど当てはまらない　　5　回答できない（わからない）

17

1 2 3 4 5

6 63.0% 31.3% 4.5% 1.1% 0.0%

5 63.4% 29.1% 4.4% 2.3% 0.8%

4 70.6% 26.2% 1.8% 1.1% 0.2%

6 33.3% 45.7% 8.6% 1.2% 11.2%

5 30.8% 47.2% 7.7% 2.0% 12.2%

4 31.7% 48.5% 6.8% 2.0% 11.0%

生徒理解・相談

18

1 2 3 4 5

6 48.0% 34.2% 4.4% 1.3% 12.2%

5 50.1% 29.3% 1.9% 0.4% 18.3%

4 49.3% 26.9% 3.1% 0.6% 20.1%

6 27.7% 33.8% 1.6% 0.7% 36.1%

5 25.9% 36.7% 2.3% 0.9% 34.2%

4 25.2% 38.9% 4.5% 1.6% 29.7%

生徒

保護者

生徒、保護者ともに例年とほとんど変わらな
い集計結果である。生徒目線では清掃をよ
く行っていると感じているが、保護者や教職
員目線では否定的回答が多くなっている。
清掃も大切な教育活動であることを再度意
識したい。

生徒 私たちは清掃をきちんとして、校内をきれいにしている。　　 　

保護者 真女高は清掃が行きとどいており、校内がきれいである。　　 　

生徒

保護者

生徒の肯定的回答が微増であるが、「回答
できない」の割合が減り、否定的回答の割
合が増えていることは見過ごすことはできな
い。５％の生徒が適切に対応してもらえてい
ないと感じていることであるので、教職員一
人一人が、自らの対応について振り返ること
を欠かさないようにしなければならない。

生徒 本校の先生方は、いじめやその他のことについて生徒の相談に適切に応じている。　　

保護者 真女高の教職員は、いじめやその他のことについて保護者の相談に適切に応じてくれる。　　
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選択肢：1　良く当てはまる　　2　どちらかと言えば当てはまる　　3　どちらかと言えば当てはまらない

　　　　 　4　ほとんど当てはまらない　　5　回答できない（わからない）

19

1 2 3 4 5

6 56.0% 35.9% 4.0% 1.1% 3.1%

5 57.4% 33.7% 3.3% 1.2% 4.4%

4 51.9% 36.9% 5.2% 1.5% 4.6%

6 37.3% 47.1% 3.3% 0.2% 12.1%

5 32.9% 51.9% 3.2% 1.1% 10.9%

4 34.8% 48.6% 5.9% 1.8% 9.0%

施設・設備

20

1 2 3 4 5

6 35.8% 41.6% 15.8% 5.3% 1.5%

5 38.2% 40.1% 13.3% 6.2% 2.3%

4 33.1% 40.5% 21.2% 2.6% 2.6%

6 17.5% 41.7% 20.0% 6.8% 14.0%

5 12.9% 45.6% 22.9% 5.2% 13.4%

4 15.8% 42.6% 23.6% 4.5% 13.5%

生徒 本校の先生方は生徒面談等を通して生徒理解に努めている。　　　

生徒、保護者ともに回答の傾向は例年と変
わらず、９割を超える生徒から肯定的回答を
得ることができた。しかし、前問と同様に５％
の生徒が否定的回答をしていることを見過
ごさないようにしなければならない。

生徒 本校は学習や部活動をする施設・設備が整っている。　　 　

保護者 真女高は学習や部活動をする施設・設備が整っている。　　 　

保護者 真女高の教職員の対応は、親切で誠意がある。　　　

生徒

保護者

生徒

保護者

例年否定的回答が多く、自由記述における
指摘も多い。施設面等については学校単位
で改善することが難しいことが多いが、トイレ
などは毎年少しずつ改修されている。夏場
のエアコンや冬場のストーブについても多く
の意見が寄せられているが、学校としてでき
る限りの対応をしたい。
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選択肢：1　良く当てはまる　　2　どちらかと言えば当てはまる　　3　どちらかと言えば当てはまらない

　　　　 　4　ほとんど当てはまらない　　5　回答できない（わからない）

満足感・充実感

21

1 2 3 4 5

6 37.7% 46.7% 8.0% 2.4% 5.3%

5 36.4% 48.2% 6.6% 4.2% 4.6%

4 37.2% 47.0% 7.8% 3.3% 4.8%

6 54.3% 36.4% 4.2% 0.0% 5.1%

5 47.4% 43.3% 4.1% 0.7% 4.5%

4 46.1% 43.8% 3.7% 1.4% 5.1%

生徒、保護者ともに例年とほぼ変わらず、生
徒の９割以上、保護者の８割以上から肯定
的回答を得ることができた。社会が大きく変
化し、学校も変化を求められている中、本校
の果たすべき役割についてしっかり認識し、
教育活動を実践することで、これまで以上に
入学してよかったと思える生徒が増えるよう
努めていきたい。

保護者 自分の子供を真女高に入学させてよかった。　　　 

生徒

保護者

生徒 私は真女高に入学してよかったと思っている。　　　 
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